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里山から考える持続可能な生活里山から考える持続可能な生活

放送大学放送大学

面接授業

朝日新聞朝刊 2009年10月24日
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１．地球と生命の歴史
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世界最古の人類化石が2001年
アフリカ中部のチャド共和国ジュ
ラブ砂漠で発見された。700万年
前と見られるその化石は愛称を
トゥーマイと名づけらた。希望を
意味し、現地で乾季の直前に生
まれた子供に付けられる名前と
いう。この化石は人類の歴史を
200万年さかのぼらせ、人類発
祥の地を東アフリカから中央アフ
リカに変更し、さらに、二足歩行
の起源の仮説にも大きな影響を
与えた。 (愛地球博プレスリリースより）
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原始地球環境の変貌
約４５億年前に誕生。

大気組成： 水蒸気，水素ガス，メタンガス，二酸化炭素(CO2)が充満，
酸素(O2)はほとんど存在しなかった。

海洋の形成（高濃度の鉄イオン，無酸素状態

光合成を営む生物が出現 CO2の減少とO2の増加
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原始海洋に光合成生物が誕生

光合成 CO2の吸収， O2の放出と有機物の生産

大気中に放出 オゾン層の形成 紫外線の遮断

海洋中の鉄イオンを酸化

生物の上陸が
可能に

酸化鉄の沈殿酸化鉄の沈殿

縞状鉄鉱層の形成

現在鉄資源として利用
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２．地球上のおもな生態系

サバンナ

http://www.marine-iguana.com/kenya/kenya8.htm

Baobab Umbrella Thorn Acacia

Af i Wild D

http://www.blueplanetbiomes.org/savanna.htm

African Elephant

Emu

African Wild Dog

Whistling Thorn



2

ステップ

http://www.blueplanetbiomes.org/steppe.htm

Corsac Fox
Saiga Antelope

Mongolian Gerbil

Fringed Sagebrush

Tumbleweed Sweet VernalMilk Vetch Rhubarb

プレーリー パンパスhttp://www.blueplanetbiomes.org/pampas.htm

Badger

Prairie Dog

Coyote

Blue Grama Grass

Milkweed
Fleabane

Bald Eagle

Badger

Pampas Grass

Geoffroy's Cat
Greater Rhea

Barrel Cactus

Joshua Tree
Armadillo Lizard

B b

Thorny Devil

Saguaro Cactus

Bobcat

Cactus WrenDesert Kangaroo Rat Sonoran Desert Toad

Desert Tortoise

Anaktuvuk Pass, Alaska
http://www.blueplanetbiomes.org/tundra.htm

Caribou 

Grizzly bear 

Bearberry
Polar Bear

Snowy Owl

Bearberry
Arctic Moss

Tufted Saxifrage
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地域

北
方
針

北米北部

ヨーロッパ北部

ジ 北部

気候と土壌

長くて寒い冬（小雨）

永久凍土層

ポド 土壌（酸性）

植生

針葉樹

（トウヒ，モミ，カラマツ，
マツ）

動物

ヘラジカ

ノウサギ

タ

環境問題

過度の伐採，
森林火災
→CO 放出 土

森林

針
葉
樹
林

アジア北部

低緯度地域では
標高の高い場所

温
帯
林

ヨーロッパ西部と
中央部

東アジア

北米東部

ポドソル土壌（酸性）

厚い有機物の堆積

季節性が顕著

土壌が発達

マツ）

落葉広葉樹
（カバノキ，ドロノキ）

地上部の有機物小

落葉広葉樹
（ナラ，カエデ，ブナ）

針葉樹
（マツ）

イタチ

ムシクイ

ツグミ

リス，タヌキ，
クマ

キツツキ，カ
ラ類，

多様な昆虫

→CO2放出，土
壌浸食，永久
凍土の融解

酸性雨被害

濫伐
→土壌浸食，
洪水，砂漠化

熱
帯
林

南米北部，中米

熱帯アフリカの
西部と中央部

東南アジア

高温多雨

有機物の回転大

土壌有機物小

他種類の植物
（多様性大）

現存量大

階層構造発達

有機物のほとんど
は地上部に存在

多様な昆虫

多様な動物
相（昆虫類，
両生類，爬
虫類，鳥類）

林冠での生
活

不適切な焼き
畑
→森林消失
→CO2放出
土壌浸食

http://www.blueplanetbiomes.org/taiga.htm
Taiga American Black Bear Siberian Spruce

Grizzly Bear

Black Spruce

Grizzly Bear

Northern Lynx

Snowshoe Rabbit

Paper Birch

ヤクーツク，凍土層の上の池沼，
塩類の集積がみられる

シベリア，北緯69度

Yellow Knife, Canada シベリア，北緯69度
カラマツとハイマツ

Coyote

Deciduous Forest American Black Bear

Fat Dormouse

http://www.blueplanetbiomes.org/deciduous_forest.htm

(ヤマネ)

American Beech

White-tailed Deer

Duckbill Platypus

American Bald EagleWhite OakWhite 
Bi h

Tawny Milkcap
Mushroom

Guelder Rose
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http://osaka.yomiuri.co.jp/feature/photonews/2002/020626.htm

温帯林（ブナ林，宮城県船形山
） http://plaza17.mbn.or.jp/~hunagatayama/index.html

http://www.biwako.ne.jp/
~t-yanase/ten.htm

ユキツバキ
ナナカマド http://www8.big.or.jp/~ishizumi/

i-camera/turugi/2.htm

http://www.h3.dion.ne.jp/~ursus/sub4.html
http://www.tcp-ip.or.jp/
~ainuzuka/tsukechi.htm

ユキツバキ i camera/turugi/2.htm

夏緑樹林（落葉広葉樹林）

春の葉の展開時期
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Tropical rain 
forest

http://www.blueplanetbiomes.org/rainforest.htm Bengal Tiger

Chimpanzee

Jambu Fruit Dove

Orangutan

Bengal Bamboo Strangler Figs Coconut Tree

OrangutanSlender Loris

Wagler's Pit Viper

Toco Toucan

熱帯降雨林
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３．人による自然の利用（世界）

農耕の始まり，産業革命～現代 （引用：生物生産学のプロローグ，角田ほか編著，共立出版，1993）

ヒトの出現 → 農耕の開始 → 地球環境の変化

人類の誕生 ： ４００万年前
狩猟と採集

地球温暖化 ： １万年余り前（洪積世の末期）

森林の衰退 →草地 →砂漠

生活の場がなくなった

農耕の開始 ＝ 作物と家畜の成立

人間による他の生物や自然環境への積極的な干渉
植物や動物の選抜
栽培環境，飼育環境の改善

文明の誕生 ４大文明地域
ナイル川流域，チグリス・ユーフラテス川流域，
インダス川流域，黄河流域

土壌肥沃な土壌 → 人々の生活を支える以上の食糧
→ 余暇の創出 → 文明の誕生

人口と人間の活動量の指数関数的増加
（引用：生物生産学のプロローグ，角田ほか編著，共立出版，1993 その他）

農業技術の進歩と耕地の拡大に伴って人口は着実に増加し始めた。

農業の始まりの頃 数十万～数百万人
約6000年前 2～3千万人
17世紀 数億人
1850年 10億人
1930年 20億人
1976年 40億人
1992年 55億人
2010年 69億人

→ 2050年頃約92億人？

1990年に人類が使用した一次エネルギー量 9.7×1019 cal
広島型原爆の発生熱量が約 2×1013 calなので，原爆500万発分
地球上の植物が固定する太陽エネルギーの量は約68×1019calなので、人類が消費したエネ

ルギー量は約7分の1。

排出したCO2量 60億トン（炭素換算）

55億人の人類一人一人が１トン余りの石炭を使用したのと同程度
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乾燥化により周囲の人口が河川の周辺に集中

古代文明の滅亡のパターン
(シュメール，クレタ，ギリシャ）

文明が生まれる明

人口増加

森林破壊（農地拡大･建築資材･燃料の炭）

気候の乾燥（降水量減少・塩類の蓄積）
土砂流出（潅漑用水や港を埋める）

環境破壊を拡散して文明の
延命を図ったもの

ローマ文明土砂流出（潅漑用水や港を埋める）

食料不足
木材資源不足（建築資材・燃料不足）

文明の滅亡

ロ マ文明

石像建築により森林が崩壊し
文明が衰退したもの

イースター文明

地球の温暖化により農業が
できなくなったもの

インダス文明

FRONTIER FORESTS OF THE WORLD

Copyright © 1987 World Resources Institute. All rights reserved
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FRONTIER FORESTS OF THE WORLD

Copyright © 1987 World Resources Institute. All rights reserved

資料：FAO, Global Forest Resources Assessment 2005より

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sanka/kyouiku/kaihatsu/chikyu/statistics/environment/graph_01.html

花粉から知る
森林の歴史
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４．人による自然の利用（日本）

福井県鳥居浜遺跡の6500年前の出土木材福井県鳥居浜遺跡の6500年前の出土木材

斧の柄 ユズリハ、ツバキ、サカキ 硬くて弾力がある
弓 カシ、ヤナギ、トネリコ 弾力がある
盆や鉢 トチノキ 緻密でひび割れしにくい
土木・建築材 カシ・ヒノキ・クリ

↓
マツが出てこない。 「森と人間の文化史｣

静岡市南部の登呂遺跡(2000年前)
弥生式文化の農村集落跡

木製品：ほとんどがスギ
矢板、高坏、鉢、ひしゃく、杵、機織具、鋤、丸木舟、弓、盾、田下駄など

魏志倭人伝 弥生時代後期（3世紀）の日本を中国に紹介

「森と人間の文化史｣
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2005年4月27日
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ちぬのあがたのすえむら

陶器の窯跡（茅渟県陶邑、大阪市）
千基以上の窯跡
薪： カシなどの広葉樹→（６世紀後半）→アカマツ

風土記の記述（700年ごろ） 常陸、播磨、出雲、豊後、備前

出雲国風土記

「薗（砂丘）： 長さは三里一百歩、巾は一里二百歩である。松が多く茂っ
ている」

「この郷の北の海の浜に磯がある。脳の磯と名づけている。高さは一丈ば
かりで、上には松があり、茂って磯までつづいている。」

駿河国風土記

「風土記を案ずるに、古老はこう語り伝えている、――昔、神女があった。
天から降りてきて、羽衣を松の枝に乾していた。漁夫がそれを拾いとってみ
ると、その軽くてやわらかいことは言葉ではいいあらわせないほどである。」

常陸国風土記

「郡の東二 三里のところに高松の浜がある 大海（鹿島灘）の流れが送

なつき

「郡の東二、三里のところに高松の浜がある。大海（鹿島灘）の流れが送っ
てよこした砂と貝とは、積もり積もって高い丘となっている。自然に松林がで
き、椎の木や柴が入り混じって生え、もはや山野のようである。」

「海岸林をつくった人々」

製塩の記録
常陸国風土記

海藻巻貝

常陸国風土記

「郡役所の西に渡船場があり、いわゆる行方の海である。海松また塩浜の塩を焼く
藻を生ずる。」
「その海（霞ヶ浦）に、塩を焼く藻・海松・白貝（ばか貝）・辛螺・蛤がたくさん産する。」

「海岸林をつくった人々」

みる

おふ にし うむき

製鉄の記録
常陸国風土記
「慶雲元年（704）に、国司の采女朝臣が、鍛治師の

佐備大麻呂らをつれてきて、若松の浜の鉄を採取し
うねめのあそん

さび おほまろ

て剣を造った。ここから南へ、軽野の里の若松の浜に
至るまでの間三十余里はみな松山である。 （中略）
この若松の浦はすなわち常陸と下総と二つの国の堺
にある安是の湖のあるところである。砂鉄は剣に造る
と非常に鋭利である。しかし、香島の神の山であるか
ら 手軽に入 て松を伐 たり鉄を掘 たりすることは

さびの おほまろ

あぜ の みなと

ら、手軽に入って松を伐ったり鉄を掘ったりすることは
できないのである。」

「海岸林をつくった人々」
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万葉集（8世紀末）
いざ子ども 早く大和へ 大伴の 御津の浜松 待ち恋ひぬらむ
大伴の 御津の松原 かき掃きて われ立ち待たむ 早帰りませ

みつやまと

大伴の 御津の松原 かき掃きて われ立ち待たむ 早帰りませ
住吉の 岸の松が根 うちさらし 寄せ来る波の 音の清けさ
大伴の 高師の浜の 松が根を 枕き寝るれど 家し偲はゆ
白波の 浜松の木の 手向草 幾世までにか 年は経ぬらむ

「海岸林をつくった人々」

みつ

すみのえ

さや

たかし まくら

しの

たむけぐさ

薪炭の利用（9世紀の畿内）
『金葉和歌集』
すみがまに たつ煙さへ 小野山は 雪げの雲に 見ゆるなりけり

『堀河院御時百首和歌』
さしさは ふゆ そまされ おおはらや やくす かま けふり しひさしさは ふゆこそまされ おおはらや やくすみかまの けふりのみして

『山家集』
すみがまの たなびくけぶり ひとすぢに こころぼそきは 大原の里

「海岸林をつくった人々」

「森の日本文化」より

「群落の遷移とその機構」
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「化石・骨・木製品を探る」

「ビジュアル百科
江戸事情 産業編」

「海岸林をつくった人々」
「海岸林をつくった人々」
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http://www.wakou-museum.gr.jp/tetsu1.html

鉄穴流し（山作業） 鉄穴流し（大池）

http://www.tokusen.info/kankou/bunka/tetu/

たたらの炉・地下構造断面

たたら炭を焼く

http://www.wakou-museum.gr.jp/spot1.htm

「海岸林をつくった人々」
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新田開発：
江戸時代初期、１７２０年頃、１８４０年頃

５．滋賀県南部の森林
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元治元年(1864)刊行

山門（三門）

イブキ（白ダン） H=17m
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元治元年(1864)刊行
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比叡山 一本杉 大文字

元治元年（１８６４） 小椋純一，「絵図から読み解く人と景観の歴史」，1992 7

水本邦彦，「草山の語る近世」，2003
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水本邦彦，「草山の語る近世」，2003

水本邦彦，「草山の語る近世」，
2003
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見晴らしのよい草山でピクニック

適切な利用方法，強度 → 木材や薪，刈敷きなどの持続的利用
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大原女人形 →

葛飾北斎「大原女」 ↑ 大原女時代行列 →

黒木売りと座頭

早稲田大学坪内博士記念演劇博物館

木村祥刀（祥一） 「大原女」
１９９４年１０月２７日 京都新聞 掲載
http://yuanryan.ld.infoseek.co.jp/No010.htm

http://enpaku.waseda.ac.jp/db/enpakunishik/results-big.php

田上山系

田上山系
温暖多湿。 千数百年以前にはスギ・ヒノキ等の一大美林地帯。

西暦694年 藤原宮造営に要する檜材を伐出 → 瀬田川・木津川を運搬
（万葉集）（万葉集）

西暦740年頃 石山院（現在の石山寺）造営のために伐採

1600年頃 長期乱伐の結果，荒廃の一歩手前

1640年頃 江戸時代 地域住民による燃料として盗採による荒廃の進行
（マツの根の堀取り→燃料，灯火）

1683年 瀬田川を含む淀川流域一帯に大水害が発生

1686年以降 土砂留工事等の簡易な砂防工事

1886年 明治元年 淀川流域に大水害
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田上山頂付近の森林（左：ヒノキ，右：スギ）

田上山系
温暖多湿。 千数百年以前にはスギ・ヒノキ等の一大美林地帯。

西暦694年 藤原宮造営に要する檜材を伐出 → 瀬田川・木津川を運搬
（万葉集）（万葉集）

西暦740年頃 石山院（現在の石山寺）造営のために伐採

1600年頃 長期乱伐の結果，荒廃の一歩手前

1640年頃 江戸時代 地域住民による燃料として盗採による荒廃の進行
（マツの根の堀取り→燃料，灯火）

1683年 瀬田川を含む淀川流域一帯に大水害が発生

1686年以降 土砂留工事等の簡易な砂防工事

1886年 明治元年 淀川流域に大水害
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http://www.bluemoon.kais.kyoto-u.ac.jp/kiryu-e/images/Tanakami_1915-1.gif１９１５年

草津市内の国道1号線のトンネル （田上山系から流れる草津川の下）
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明治政府によるオランダ人土木技師（デレーケ）招請
日本各地で治山・治水の指導

オランダ堰堤（大津市上田上桐生地区）

デ・レーケの山腹工法

１．切り立った山を緩やかに切り直し，１～２ｍ間隔で階段を切り付ける。

２．階段上の水平部分に稲藁を埋めて，良く肥えた山土を客土として盛る。

前面には山から取ってきた芝を張り付けて山土を押さえ，一定間隔に萱株を敷植える。

３．過燐酸石灰を施肥し，１年生の苗木（主にアカマツ，ヤシャブシ）を植栽する。

http://www.bluemoon.kais.kyoto-u.ac.jp/kiryu-e/images/Tanakami_1915-1.gif http://www.bluemoon.kais.kyoto-u.ac.jp/kiryu-e/images/Tanakami_1915-2.gif１９１５年
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荒廃した斜面

山腹工事

荒廃した斜面

山腹工事

「森林の環境・
森林と環境」
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1947年 治山工事・山腹工事が始められてから100年程度経過
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５．里山の歴史

放送大学面接授業
里山から考える持続可能な生活

龍谷大学理工学部
宮浦 富保

里山 ： 人間と自然の共生の場
薪や柴、落ち葉、木の実、狩猟動物

狭義 ＝ 農用林： 肥料や、農家が消費する薪・木材が供給される森林
（農家の生活や農業生産と結びついた林野≡広辞苑）

刈敷き 落ち葉掻き（木の葉掻き） 柴刈り刈敷き 、落ち葉掻き（木の葉掻き）、柴刈り
入会地として地域社会の中で共同利用→社会規制→地域文化

自然環境 ←→ 生活様式 ←→ 文化

1694年に拓かれた三富新田

犬井正「里山と人の履歴」より

木材

建築

薪炭

食料

里山

田畑

農家

枝や灌木

落ち葉

山菜

草

肥料

飼料 作物

草

里山は農家に多くの資材と食料、燃料、肥料などをもたらした。

ほとんどすべての物質とエネルギーは最終的には田畑に肥料として投入された。

里山景観における物質とエネルギーの流れ.
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National Geographic, 1922
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滋賀県マキノ町のカタクリの里

萌芽更新によって育てられた林
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人間が自然への継続的な働きかけ → 生物多様性の維持
（メダカやタガメ，フナ，ドジョウなど ： 水田
カタクリ，カンアオイなど ： 落葉広葉樹林）

9
里山林

里山林

移動 （夏）

移動（5～6月）

ため池

幼虫～成虫移動

成虫
（越冬）

産卵
里山林

ため池

水田

日比・山本 1997

ミズカマキリ
(Ranatra chinensis)

里山景観におけるミズカマキリの生活史

幼虫 成虫
（6～7月）

移動
（6月中旬～8月下旬）

松脂（マツヤニ）

の利用
↓

テレビン油
ロジン

第二次世界大
戦末期には松
根油で飛行機
を飛ばす計画
も。

2005,3,26  金勝寺の西



1

６．里山の現状と問題点

・世界の里山

経済大国 里山の放棄

発展途上国 里山の収奪

・里山の利用（過去）用（ ）

肥料，薪・炭，子供の遊び場

・里山の利用（現在）

生活との関わりの消失

里山の経済価値の低下

生活との関わりの消失

・里山の利用（将来）

地域社会の中での里山の役割

里山の変化

化学肥料、新しいエネルギー（石油、プロパンガス、電気）の利用
↓

里山の価値の低下 千m3･yr-1

↓
里山の放置

↓
林床照度の低下、
遷移の進行

木炭生産量の推移
(林野庁統計情報 http://www.rinya.maff.go.jp/j/kouhou/toukei/index.html)

西暦（年）

アカマツの衰退
里山に適した樹木
（パイオニア植物、痩せ地に強い）

1946

↓
里山の放置
↓ 
落ち葉の堆積、土壌養分の増加
立木密度の増加→林床照度の低下
↓
アカマツの樹勢低下
↓
松枯れ病の蔓延（マツノザイセンチュウ）

1979

2003

http://www.pinerescue.jp/mamoru/abunai/suii.html

松枯れ病の蔓延（マツノザイセンチュウ）

↓
アカマツの集団枯損

Stem volume of Pinus 
densiflora died from pine 
wilt disease



2

「ナラ枯れ」の拡大

里山に適した樹木
（萌芽および実生による更新）
↓

里山の放置
↓↓ 
大径木（ターゲットになりやすい）
↓

ナラ枯れ

タケの大繁殖
農家の竹林 ＝ タケノコの生産
↓

安価な外国産タケノコの輸入
↓↓

タケノコ収穫の減少
↓

大繁殖
↓

他の植物の枯死→多様性の低下
土砂崩れの危険

鳥獣害

イノシシ、ツキノワグマ、ニホンザル、タヌキ、ニホンジカ

里山管理の放棄

↓

下草の繁茂 ＝ 隠れ場所

↓

畑や民家への容易な接近
http://ja.wikipedia.org/

http://www.shikoku.kokuyurin.go.jp/

http://ja.wikipedia.org/

http://ja.wikipedia.org/
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１９７７
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１９４７２０００

１９４７
http://www.green.dti.ne.jp/iida/report/pr43-tenryu1.html

2005年3月
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「定本 天竜川」より
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1960～90年の山村ごとの人口動向
http://ss.ffpri.affrc.go.jp/labs/kouho/mori/mori-63.html

山形県飯豊町中津川地区
約12000haの広大な財産区有林（図）

里山を利用した地域おこし

昭和30年代 人口約3000人(500世帯)
↓ ダム建設に伴う転出など

現在は360人(138世帯)
コナラなどの大径木化

萌芽力の低下、ナラ枯れ被害の急速拡大

財産区有林の有効利用
地域住民の合意形成 → 基本計画の策定

飯豊町の広大な財産区
写真中の森林のほとんどが財産区。約6割はブナ、コナラ、ミズ
ナラ等の広葉樹の森であり、古くから用材や薪炭材の生産が行
われてきた。

現代版の里山利用
（木質ペレットやキノコ栽培用の菌床）

奥山の森林 ＝ 観光や用材・銘木などの資源
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群馬県川場村（かわばむら）

武尊山の南麓の村 森林率88％武尊山の南麓の村 森林率88％
かつては養蚕とこんにゃく栽培が大きな産業
シカやイノシシなどによる農業被害 ツキノワグマも民家のすぐ近くに出没

世田谷区と縁組み協定
＋

里山資源の多角的活用
山菜や薬草
木質バイオマスの需要拡大と供給体制の構築
自然観察のための歩道整備

かつて桑畑であった森林内で山菜や
薬草の栽培に取り組む山口氏（左）

自然観察のための歩道整備
ガイドブックの作成
インストラクターの養成

「春蘭の里実行委員会」の結成
山野草の栽培、遊歩道の整備、山菜利用の加工品開発、体験活動の企画など
農家民泊 ＝ 農業体験とグリーンツーリズム

里山から得られる旬の食材による食事

春蘭の里
能登半島の北部、石川県能登町宮地地区 80％以上の森林率（かつての薪炭林）

約30軒で年間3000人程度の来客（中国からの修学旅行も）
里山地域のゾーニング、歩道作り、山菜やキノコの生育等の環境整備

里山林内でのキノコ調査
地場のキノコ・山菜の一覧表作
成を目指している。
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７－８．里山の自然観察

放送大学面接授業
里山から考える持続可能な生活

龍谷大学理工学部
宮浦 富保

里山 ： 人間と自然の共生の場
薪や柴、落ち葉、木の実、狩猟動物

狭義 ＝ 農用林： 肥料や、農家が消費する薪・木材が供給される森林
（農家の生活や農業生産と結びついた林野≡広辞苑）

刈敷き 落ち葉掻き（木の葉掻き） 柴刈り刈敷き 、落ち葉掻き（木の葉掻き）、柴刈り
入会地として地域社会の中で共同利用→社会規制→地域文化

自然環境 ←→ 生活様式 ←→ 文化

琵琶湖

瀬田駅

龍谷の森龍谷の森



2

オオタカ

19

キンラン(Cephalanthera falcata) ササユリ(Lilium japonicum)
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コンイロイッポンシメジ（基準産地 瀬田）
Rhodophyllus cyanoniger (Hongo) Hongo

ベニイグチ（基準産地 瀬田）
Heimiella japonica Hongo

ナガエノスギタケ Hebeloma radicosum New mushroom

51

琵琶湖
瀬田駅

１．「龍谷の森」の植生の特徴と簡単な履歴 （航空写真の利用）

龍谷の森
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2000 1961

1967 1982
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2000

５００ｍ ５００ｍ

図１．「龍谷の森」の航空写真
左は1961年に、右は2000年に撮影されたもの。図中の数字は、１：コナラ二次林、

２：ヒノキ人工林、３：気象観測タワー（気象データの観測と渦相関法による二酸化炭素
収支の観測）、４：2007年の伐採地を示している。


	放送大学１.pdf
	放送大学２.pdf
	放送大学３.pdf
	放送大学４.pdf
	放送大学５.pdf
	放送大学６.pdf
	放送大学７.pdf

